
指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート概要（令和５年度事業分）

出資
法人

～
2年

9ヶ月

～ 4年

～ 4年

指定管理者名 指定期間
委託料総額
（単位：円）

施 設 名 山梨県立富士山世界遺産センター

所 管 課 知事政策局　富士山保全・観光エコシステム推進グループ

指定管理者 PICA・富士山クラブ・ピークエイド　コンソーシアム

１　指定管理者の推移

導入年度 平成２８年度

フジネット共同事業体 H28.6.22 H31.3.31 76,852,000

株式会社ピカ H31.4.1 R5.3.31 267,636,006

設 置 根 拠
（ 法 律 、 条 例 等 ）

富士山世界遺産センター設置及び管理条例

PICA・富士山クラブ・ピークエイド　コンソー
シアム

R5.4.1 R9.3.31 294,696,000

２　施設の概要

所 在 地 南都留郡富士河口湖町船津6663-1

設 置 年 月 日 平成28年6月22日

設 置 目 的
　富士山が有する信仰の対象及び芸術の源泉としての顕著な普遍的価値
に対する理解を深め、もって県民文化の発展に寄与するとともに、観光の
振興に資する。

主 な 業 務 の 内 容
(1)富士山の顕著な普遍的価値に関する情報発信及び調査研究
(2)富士山の保全管理に関する活動の実施及び支援
(3)県内観光情報の提供

主 な 施 設 内 容
（ 定 員 等 ）

○敷地面積：28,019㎡
○建築延床面積：3,414㎡
○建物の構造：鉄筋コンクリート造２階建
○施設の内容
　　北館：　・展示コーナー　280.38㎡
　　　　　　　・インフォメーションホール　411.97㎡
　　　　　　　・研修室　85.76㎡
　　南館：　・展示室　601.22㎡
　　　　　　　・富士山ステーション　99.85㎡

備　　　　　考
（改築工事等の状況、
一括管理施設　等）

建築年月日：平成27年12月15日
建築費：1,624,844千円

北館展示室改修：令和2年度
内容：北館展示室の改修、富士山「登拝体験」インタラクティブ機能追加、多
言語対応観光端末整備
改修費：45,100千円
南館展示室改修：令和3年度
内容：VR機器・映像コンテンツ整備、南館展示パネル改修、南館展示解説ア
プリ改修、南館展示物定期改修、展示ガイドブック作成
改修費：79,583千円
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート概要（令和５年度事業分）

３　指定管理業務に係る収支状況
（単位：円）

５　運営目標の達成状況（令和5年度）

６　施設所管課による総合的な評価及び指導事項（令和5年度）

７　施設所管課の指導事項に対する指定管理者の対応状況（令和5年度）

　　　　　年度
項目

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 備考

8,633,600

支出合計 173,556,403 101,373,965 95,297,365 124,693,654 183,236,817

収入合計 148,485,346 87,133,391 87,850,399 127,612,639 191,870,417

268,794人 401,270人

４　利用状況、利用者満足度の状況

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 備考

収支差額 △ 25,071,057 △ 14,240,574 △ 7,446,966 2,918,985

　新型コロナウイルス感染症の影響により減少した利用者数の回復をはかるため、特にインバウンドを含む
団体客の利用増加に努めた。
　今年度から富士山クラブ・ピークエイドと運営にあたり富士山世界遺産登録10周年イベント開催や広報営
業でも協力体制を構築し、静岡県や各観光事業者とも連携をはかり入館者増に努めた。また富士急行営
業部と連携した旅行会社への営業強化や集客施策を実施した。世界遺産富士山の普遍的価値の普及啓
発や観光振興に寄与するべく、利用者満足度の向上や入館者数の増加に努め、入館者数実績は、年間
合計401,270人となり対前年比較では＋132,476人・149％と増加、年間目標入館者数350,000人に対して
は＋51,270人・115％という結果だった。
　施設及び設備管理については、基本協定書、事業計画書に基づき自己または再委託業者により維持管
理を実施しました。

　新型コロナウイルス感染症の影響からの回復を目指し、様々な取り組みを行っている。
　インバウンドが増えることが見込まれる中、SNSを活用した情報発信や静岡県及び観光事業者との連携に
よって観光客を取り込むための対応を行っており、特に、富士山世界遺産登録10周年に関するイベントの
開催に関して、静岡県の世界遺産センターや観光事業者との連携による入館者増を図るなど積極的な取り
組みを行った。
　その結果、入館者数は前年度比149%となったことは評価できる。引き続き、積極的な取り組みを継続して
実施することにより、次年度についても入館者増を目指してほしい。
　一方で、包括外部監査によりアンケートの実施方法等について電子化を含めて検討するよう指摘があり、
どのような方法が実施可能か今後の検討課題としたい。

　包括外部監査により指摘されたアンケート実施方法については、紙での記入だけでなく電子上でも回答
できるような仕組みを求めるものであり、QRコードにより回答できる仕組みについて指定管理者で検討を進
めている。

入館者数

利 用 者
満 足 度

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

「満足」又は「どちらかとい
えば満足」の合計
　◎：80%以上
　○：60%以上80%未満
　△：60%未満

利 用 実 績 479,274人 137,864人 141,731人
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和５年度事業分）

山梨県立富士山世界遺産センター

知事政策局　富士山保全・観光エコシステム推進グループ

PICA・富士山クラブ・ピークエイド　コンソーシアム

１　利用状況 （単位：人、％）

２　類似施設・近隣施設

３　補修工事等の状況（令和5年度） （単位：円）

管

管

管

４　自動販売機設置状況等（令和5年度） （単位：円）

売上額の20％

施 設 名

所 管 課

指定管理者

令和元年度

401,270

（うち南館の利用者数） (129,133) (43,586) (46,499) (87,382) (125,914)

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

利用者数合計 479,274 137,864 141,731 268,794

目 標 値 630,000 600,000 180,000 190,000 350,000

利 用 者 数 合 計 479,274 137,864 141,731 268,794 401,270

利
用
率

稼働率等（利用率） 1,439人/日 439人/日 430人/日 736人/日

実績／目標割合 76.1% 23.0% 78.7% 141.5% 114.6%

利
用
者
数

1,099人/日

稼働率等（利用率）
の 算 定 方 法

利用者数合計／営業日数（H31.4.1～R2.2.28までの333日）
（R2.5.22～R3.3.31までの314日）(R3.4.1～R4.3.31までの329日）
（R4～R5は365日）

名 称 ・ 施 設
内 容 等

富士山科学研究所、河口湖フィールドセンター、ふじさんミュージアム

北館2階研修室 消防用設備修繕 126,390

目標値の設定方法
 R5年度は、R4年度の実績をベースに、インバウンドの回復を見込
み、約85％増の北館は23.5万人、南館は11.5万人に設定。

修繕等の負担区分（基本協定書）： １件２０万円未満の修繕等は指定管理者が実施
＊ただし、上記にかかわらず、県の承認により、指定管理者が修繕等を実施することができる。

台数 選定方法 収入割合 収入額 仕入（支出）額

南館空調設備　ドレンポンプ機械交換 110,000

南館富士山ステーション プロジェクターランプ交換 153,736

1 見積合わせ 203,384
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和５年度事業分）

５　指定管理業務に係る収支状況 （単位：円）

A 収入額計

外部委託費

＊指定管理者委託料÷利用者数（単位：円）

（参考）自主事業に係る収支状況

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

74,423,846 75,531,369
追加委託料(感染症) 2,705,000 3,091,975

収
　
入

148,485,346 87,133,391 87,850,399 127,612,639 191,870,417
指定管理者委託料 49,486,000 68,414,000 69,515,185

カフェ収入 8,882,797 4,753,456 4,102,586 7,530,230 10,591,117
自動販売機収入 344,342 67,490 112,015 107,315 203,384

売店収入 87,067,207 10,806,470 14,120,613 45,551,248 105,544,547

183,236,817
人件費 51,180,327 42,849,354 35,702,884 38,188,329 51,148,184

支
　
出

Ｂ 支出額計 173,556,403 101,373,965 95,297,365 124,693,654

水道光熱費 9,586,254 7,560,025 6,971,485

原材料費 55,133,773 8,721,740 10,483,887 30,519,523 67,596,970

11,375,742 11,530,527
修繕費 1,223,062 269,709 208,473 1,027,235 390,126

消耗品費 3,482,514 1,007,512 805,089 1,158,201 3,265,842
旅費 856,349 415,556 330,995 434,057 495,298

印刷製本費 208,552
燃料費 1,012,770 1,362,130 1,711,600 1,899,700 1,744,050

広告料 1,901,757 170,741 77,771 198,252 256,502
通信運搬費 1,122,047 1,022,214 1,086,129 1,200,601 1,012,895

保険料 117,320 73,800 48,909 37,470 76,876
手数料 744,366 201,658 353,003 615,727 1,706,325

備品購入費 5,477,587
使用料及び賃借料 5,204,620 5,489,769 5,523,885 6,021,253 1,445,029

その他 8,775,495 6,883,510 6,274,146 7,460,761 11,358,102
公租公課費 44,000 5,400

7,744,007
南北両館施設保守料金 6,620,275 6,891,588 7,265,588 6,792,038 7,177,588

27,485,610 25,346,247 25,719,109 21,632,418 22,576,491
南北両館展示保守料金 12,712,747 10,750,509 11,629,008 8,107,007

植栽管理委託費 2,168,569 1,650,000 1,552,871 1,540,000 1,650,000
清掃業務委託費 5,024,261 5,091,934 4,012,912 4,079,291 4,111,603

物販カフェレジ保守費 1,091,992
除雪料金 507,155 72,600 317,900 137,500 762,300

外部委託比率 15.8% 25.0% 27.0% 17.3% 12.3%
その他 452,603 889,616 940,830 976,582 39,001

収 支 差 額 （ Ａ - Ｂ ） △ 25,071,057 △ 14,240,574 △ 7,446,966 2,918,985 8,633,600

県への納付金 2,918,985 8,633,600

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

一人当たり指定管理者委託料＊ 103.3 496.2 490.5 276.9 188.2

D 支出額計 5,000 35,500
C 収入額計 5,000 35,500

収 支 差 額 （ C - D ） 0 0 0 0 0
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和５年度事業分）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

６　自主事業の実施状況

事業名 対象者 実施場所

富士山の農鳥観察会 一般
北館展望

デッキ

写真体験教室 一般
北館展望

デッキ

富士山の開山日祭り 一般 北館

折り紙富士山作り体験会 一般 北館展示場

青木ヶ原樹海ネイチャーウォーキング 一般 施設外

五合目外来植物防除活動 一般
北館・施設

外

ぐるり富士山風景街道一周清掃 一般
北館・施設

外

七夕短冊飾り 一般 北館

企画展「富士山山小屋の焼印展」 一般 南館

県民の日イベント 一般 北館

企画展「浅間神社の御朱印展」 一般 南館

富士山観察会 一般
北館展望

デッキ

構成資産ツアー（河口浅間神社・母の白滝ウォーキング） 一般 施設外

アートプログラムワークショップ 一般 北館

富士山の日イベント 一般 北館
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和５年度事業分）

７　利用者満足度

実施方法等

(1)実施時期
令和5年4月～令和6年3月
(2)実施方法
北館・南館それぞれに関して、利用者アンケートによる調査を実施
(3)回答数
北館：172人、南館：453人

満足
どちらかといえば

満足
どちらかといえば

不満
不満

施設設備（展示品）の充実度 78.3% 20.5% 1.2%

施設設備の整備状態 84.7% 14.5% 0.7% 0.2%

スタッフの対応 82.0% 18.0%

また来館したいか 91.3% 8.7%

利用者の意見
への対応

①再度来館いただいた際の特典を検討。リピート率向上を図る。
②現行ルートからの変更は困難なため、時間に余裕のない方は有料バスの案内、
　時間に余裕のある方はハイランドホテルからハイランド駅へのルート案内を行う。
③多客時、従業員のトイレ巡回を行う。
④南館で北館の展示内容を紹介する掲示物（自立方の看板等）を検討。
⑤相互誘客の取り組みをさらに強化する。
⑥外部委託先へ課題共有を行い、プロジェクターの輝度調整を検討。
⑦ゴミ箱を設置しない理由等、環境保全への理解を求める掲示物を検討。

施設全般の満足度 82.2% 17.6% 0.2%

利用者の
主な意見

①情報が多すぎて時間が足りない。
②無料巡回バスの利便性が悪い。駅に戻る巡回コースを作ってほしい。
③外国人が多く、トイレの清掃が行き届いていない。
④（南館アンケートで）もう少し富士山の出来方が展示されているとよい。
⑤世界遺産であるにもかかわらず、山梨県世界遺産センターと静岡県世界遺産セ
ンターが全く独立的で何も連携が無いのは何故ですか。ぜひ協力して世界一の世
界遺産として長く活動してください。
⑥北館の大きなスクリーンが、室内が明るいので見づらい。もったいない。
⑦自販機を置くなら，缶捨てのゴミ箱くらい用意しといて。
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和５年度事業分）
８　評価結果

項目 指定管理者の自己評価 施設所管課の評価

維持管理
業　　　務

　各種点検業務及び保守管理業務につ
いては再委託した専門の協力業者ととも
に適切な維持管理に努めた。両館の展
示改修や世界遺産VR導入後の管理に
対応する等、利用状況に応じ日々の動
作確認を実施し突発的な故障にも対応
できるように努めた。
　冬季には凍結防止や除雪作業を適宜
迅速に行い、利用者の安全確保に努め
た。

　定期的な各種点検や保守管理業務の適正
な実施により、施設・設備について、管理上の
大きな問題は発生しなかった。
　駐車場に発生した穴の補修対応も迅速に実
施されていた。

収支状況

　年間損益は＋8,633,600円と対前年比
較で利益増となった。外国人観光客の入
館者数の回復に伴う売店とカフェ利用の
増加によって、物販収入は前年対比
232％、飲食収入が前年対比141％とそ
れぞれ増収となった。
　支出は来館者サービスを維持しつつ効
率的な人員配置及び消耗品や再委託費
の見直し等、経費削減に努めた。

　来館者サービスを維持しつつ経費削減に努
め、外国人観光客への丁寧な対応を行うなど
の経営努力により、年間最終損益が大幅な黒
字となり、大変評価できる結果となった。

自主事業

　富士山世界遺産登録から１０周年となる
節目であったため、自主事業企画の充
実と積極的な展開によって富士山の普
遍的価値の理解促進に努めた。構成資
産ツアー・ワークショップ・講演会・シンポ
ジウム等を開催し、自主事業を通じて各
事業関係者と連携をはかり、世界遺産富
士山の価値を発信強化した。

　世界遺産登録１０周年と関連するイベント
や、富士山の顕著な価値を普及するための自
主事業を実施するなど、入館者数増につなが
る催しを積極的に計画し、実施したことは評価
できる。

運営業務

　新型コロナウイルス感染症が5類感染症
移行後も、入館者が安心して施設を利用
できるよう換気対策をする等、自主的な
感染症防止対策をおこなった。
　共同事業体構成員や富士急グループ
と協働し広報営業活動等を強化し、静岡
県をはじめ地域と連携して利用者増加に
努めた。
　飲食運営では、注文決済システムの改
修による電子マネー決済拡充等、利便性
向上をはかった。

　新型コロナウイルス感染症の制限が緩和さ
れた後も、自主的な感染症対策を実施するこ
とにより安心して施設を利用できる工夫を行っ
ていた。
　併せて、利用者増加を図る取り組みを積極
的に行っており、前年度比で入館者数が大き
く増加した。

利用状況

　両館合計の年間入館者数は対前年比
較で149％と増加し、年間目標に対して
は115％と達成となった。
　新型コロナウイルス感染症の影響から
脱却していくなかで、全般的な観光需要
の回復と富士山周辺についても来訪者
の増加に伴って、外国人観光客を含み
入館者数の増加に繋がった。

　前年度比で入館者者数が149%と大きく伸
び、利用者数の年間目標を達成した。
　令和６年度もインバウンドの増加が見込まれ
るため、引き続き入館者を増加させるための
取り組みを進めてほしい。

利用者
満足度

　利用者アンケートからは、施設設備や
展示内容、スタッフ対応について「満足」
「やや満足」の回答を多くいただき、施設
全般に対するお客様からの評価は概ね
良い評価だった。
　また、感染症対策がしっかりされており
安心して利用できる旨の声を頂戴するこ
ともあった。

　利用者からの評価は高い。更に質の高い
サービスを提供できるよう、電子上でアンケー
トに回答できる仕組みを導入するなど利用者
の声を積極的に拾い上げ、利用者がより満足
できる施設づくりに努めてほしい。
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９　施設所管課による定期評価結果

施設の利用
促進業務

　施設の利用促進を図るため、年間利用
者数を評価指標とし、目標値を350,000
人に設定。
　インバウンドを含む団体客の利用増加
のため、世界遺産登録１０周年イベント開
催や、静岡県及び観光事業者との連携
による集客施策を実施したことにより、対
目標値比115%と目標を上回る結果となっ
た。

　令和６度もインバウンドの増加が見込まれる
ことから、更なる年間利用者数の増加を図る
ため、営業活動を活発に行っていく。

　世界遺産
富士山の普
及・啓発業

務
（教育旅行

受入）

　富士山の有する信仰の対象と芸術の源
泉としての顕著な普遍的価値に対する理
解の促進を図るため、教育旅行の受入
団体数を評価指標とし、前年度実績を踏
まえ目標値250団体に設定。
　無料の施設であることなどを旅行業者
にＰＲしたが、204団体の受入となり、目標
を下回る結果となった。

　新規の学校に対するPRを更に強化し、目標
達成につなげる。

施策推進
業務の内容

評価 改善内容

　世界遺産
富士山の普
及・啓発業

務
（自主事業
の実施）

　来館者が気持ちよく館内を見学出来る
ことが、富士山の有する信仰の対象と芸
術の源泉としての顕著な普遍的価値に
対する理解の促進を図るうえで重要であ
るため、スタッフ対応（館内案内、展示解
説）の満足度を評価指標とし、アンケート
結果による満足、及びやや満足の割合
80%を目標値に設定。
　結果として、99.8%と目標値を上回った。

　引き続き丁寧な対応を行うことで、100%を目
指していく。
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１０　管理体制（組織図）

令和５年４月１日現在

1

1 人

1 人

1 人

6 人

5 人

6 人

5 人

25 人

総合

1

総合

1（北館・南館） （北館・南館）

契約社員 正社員

支配人（統括責任者）

副支配人（副責任者）
1

事業推進・広報・営業

5
（南館） （北館）

パート・アル
バイト

パート・アル
バイト

パート・アル
バイト

パート・アル
バイト

受付・案内

6

受付・案内

5

売店

6

カフェ

合計

支配人（統括責任者）

副支配人（副責任者）

社員（契約社員）

南館（受付・案内）

北館（受付・案内）

売店

カフェ
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